
Ｒ２
（参考）

Ｒ３

1

介護予防を推進するために、介護予防教室（はつ
らつ元気アップ教室）を開催し、栄養、口腔ケアな
どをテーマにした講演などを行います。【高齢者
支援課】

Ａ Ａ

2

一人ひとりの口腔ケアに関する知識と関心を深め
るため、歯科に関する介護予防講座（シニアのた
めのビューティーケア）を開催します。【高齢者支
援課】

Ｃ Ｃ

3

誰もが健康を実感しながら暮らすことができるよ
う、各種健（検）診、健康教育、健康相談、地域イ
キイキ元気づくり事業、ふれあいウォーク、食育な
どの様々な健康づくり事業を実施します。【健康
課】

Ａ Ａ

4
健康づくり事業や各種健（検）診を周知し、市民が
積極的に参加・受診するよう普及啓発を行いま
す。【健康課】

Ａ Ａ

調査２.令和3年度実施状況調査に対する委員評価の集計結果

Ｓ：特に良い成果を得た。
Ａ：良い成果を得た。
Ｂ：期待した成果を得られなかった。
Ｃ：検討中、未実施、終了のため評価なし。

担当課評価
基
本
理
念

基
本
目
標

施
策

施
策
の

展
開

取組 項目
委員
評価

意見・評価の理由
担当課評価と大きく異なる場合は必ず理由を記入してく

ださい。特に意見等がない場合は記入不要です。
各委員票数結果

笑
顔
あ
ふ
れ
る
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
保
健
福
祉
都
市
を
め
ざ
し
て

基
本
目
標
１
　
安
全
・
安
心
に
住
み
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

【

重
点
施
策

】

（
１

）
健
康
づ
く
り
・
生
き
が
い
づ
く
り
の
充
実

①
健
康
寿
命
を
延
ば
す
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
の
推
進 ①

Ｓ
・
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

・講演会の平均出席者数は出して頂きたい。
・事業の参加者数を出して頂きたい。
→介護予防教室については、令和3年は6コース77
人参加。平均は12.8人。
 　令和4年は現時点で5コース61人。平均は12.2人
となっている。【高齢者支援課】

・健診の有効性の報告を出す。

・取組「2」について、コロナの影響でやむを得ないと
も思いますが歯（歯茎）は高齢者の健康維持に必
須不可欠です。健康な長寿のためにも、この取組
は特に積極的に取り組んでいくべきことと考えま
す。
→重要な取組であり、今後の実施方法等について
検討していきます。【高齢者支援課】

・コロナ禍での取組でありながら全体的に数値、参
加人数が増加していて良かったのではないかと思
います。

・参加者の固定化に関しては何故この取組が必要
なのか、もう少し詳しく広報等に書き、目に留まるよ
うにすると良いのではないかと思います。
→現状事業周知に一番有効な広報への掲載内容
等について工夫をすると共に、その他の周知方法
等の改善に取り組みたいと考えています。また固定
化された参加者（リピーター）にも知人等へ周知の
一端を担ってもらうなど検討をしています。【高齢者
支援課】

・講座の実施が難しいことは十分に理解できること
ではあるが、代替の活動ができずにＣ評価が続い
てしまうのは望ましくないと考えます。課題にも上
がっている「情報発信」を期待します。

・健康づくりへの活動はよくやれている。口腔ケア
はフレイル対策の中に取り込み成果を出せるとよ
い。
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Ｒ２
（参考）

Ｒ３

調査２.令和3年度実施状況調査に対する委員評価の集計結果

Ｓ：特に良い成果を得た。
Ａ：良い成果を得た。
Ｂ：期待した成果を得られなかった。
Ｃ：検討中、未実施、終了のため評価なし。
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5

障がい者一人ひとりの意思や状況に応じた社会
参加を支援する障がい者就労・生活支援センター
の運営を、専門的な機関に委託し実施します。
【障がい者支援課】

Ａ Ａ

6

高齢者の社会参加、生きがいづくりを推進すると
ともに、参加者自身の介護予防につながるよう、
介護支援ポイント登録者のボランティア活動状況
に応じた交付金を交付します。【高齢者支援課】

Ａ Ａ

7
高齢者の社会参加、生きがいづくりを推進する高
齢者クラブの活動に対し、事業費の一部を補助し
ます。【高齢者支援課】

Ｂ Ｂ

8
誰もが受診しやすい各種健（検）診、参加しやす
い健康づくり事業を実施します。【健康課】 Ａ Ａ

9

市民が習得した知識・技術を生かした社会参加
や生きがいづくりの推進に向けて、市民解説員活
動、ＩＴボランティア活動の場の拡大と充実を図り
ます。【生涯学習推進課】

Ａ Ａ

10

スポーツ推進委員、体育協会及び総合型地域ス
ポーツクラブと連携を図り、生涯にわたり身近に
スポーツを親しむことができるよう、スポーツ活動
を支援する環境を整備します。【スポーツ推進課】

Ｃ Ｃ
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・高齢者の生きがいについてのアンケートは何が順
番として高いのですか。
→第８期介護保険事業計画策定のためのニーズ調
査の集計結果では、１位は「子、孫、ひ孫」、２位は
「趣味」と続きます。【高齢者支援課】

・健診のデータの出し方を考えて欲しい。

・コロナ禍におけるスポーツの普及では高齢者の閉
じこもりを避けるために地域放送局の立ち上げ。
→集団での活動については、中止せざるを得ない
状況であったが、感染対策をしてスポーツを継続し
たいという意識の高い市民が多かった。【スポーツ
推進課】

・コロナ禍での健診事業の維持
→コロナ感染症拡大防止を講じながら健（検）診事
業を実施していきます。【健康課】

・Bが有るがコロナの影響の為仕方ないと判断

・高齢になっても、障害があっても、誰もが参加でき
集える活動に一層広げていく事が必要。
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Ｒ２
（参考）

Ｒ３

調査２.令和3年度実施状況調査に対する委員評価の集計結果

Ｓ：特に良い成果を得た。
Ａ：良い成果を得た。
Ｂ：期待した成果を得られなかった。
Ｃ：検討中、未実施、終了のため評価なし。
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11

地域の医師会などの協力のもと、地域医療の中
核機関である阿伎留医療センターとの連携を推
進し、市民が安心して暮らせる医療体制の充実に
努めます。【健康課】

Ａ Ａ

12

市民が安心できる医療体制の充実を図るため
に、地区医師会及び歯科医師会などと連携し、休
日・準夜初期救急などの情報提供を行います。
【健康課】

Ａ Ａ

13

市民が安心して医療機関に相談できるよう、健康
教育の場などで、かかりつけ医、かかりつけ歯科
医とともに、かかりつけ薬剤師・薬局を持つことの
重要性の周知を行います。【健康課】

Ａ Ａ

14
精神障がい者にも対応した地域包括ケアシステ
ムを構築するための協議の場を設置します。【障
がい者支援課】

Ａ Ｃ

15

地域包括ケアシステムの構築・推進に向け、在宅
医療と介護の連携を支援する医療・介護地域連
携支援センターの活動を推進します。【高齢者支
援課】

Ｂ Ｂ

16

認知症の早期発見、医療・介護などの適切な支
援へつなげる体制を構築するために、地域包括
支援センターに設置の認知症初期集中支援チー
ムによる認知症初期集中支援チーム員会議
（チーム医を含める）を定期的に実施します。【高
齢者支援課】

Ｂ Ｂ
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・阿伎留医療センターのドクター獲得の力入れ
→公立阿伎留医療センターでは、医療体制の充実
に向け、医師・看護師などの確保に努めている状
況です。市としても、地域における医療提供体制の
充実は重要であると認識しており、ご要望につきま
しては、公立阿伎留医療センターへ繋げていきま
す。【健康課】

・救急患者の流れの把握

・健康教育の取り組みへの市民参加数
→令和３年度はホームページの活用、資料配布、
動画配信により健康教育を実施したため、市民の
参加数は計上していません。【健康課】

・No.13に関して対面で行うことが難しいのであれ
ば、ＴＶ等で動画（パワーポイントなど）を再生し、周
知する方法もあるのではないかと思います。
→令和３年度は健康相談等、各事業で周知の周知
を行いました。対面で実施できない場合の周知方
法については、ホームページでのYouTube配信（動
画）等、検討していきます。【健康課】

②
医
療
と
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の
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の
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④

Ｓ
・
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・
Ｂ
・
Ｃ

・地域包括システムの為の医師会で使用している
ＭＣＳ（メディカルケアステーション）の稼働を上げる
必要あり。
→今後の医療介護連携の在り方も含めて市、医師
会共に推進を図っていきます。【高齢者支援課】
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Ｒ２
（参考）

Ｒ３

調査２.令和3年度実施状況調査に対する委員評価の集計結果

Ｓ：特に良い成果を得た。
Ａ：良い成果を得た。
Ｂ：期待した成果を得られなかった。
Ｃ：検討中、未実施、終了のため評価なし。
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ださい。特に意見等がない場合は記入不要です。
各委員票数結果

17

警察署や学校などの関係機関と子どもの危機に
係る情報の共有・連携を図るとともに、子どもの
危機管理会議において、その対策について協議
します。【子ども政策課】

Ａ Ａ

18
消防団、防災・安心地域委員会及び町内会・自治
会の自主防災組織が実施する防災活動を支援し
ます。【地域防災課】

Ａ Ａ

19

警察署や防犯協会、町内会・自治会などの各種
団体と連携し、地域の防犯向上を図ります。ま
た、防災行政無線やメール配信サービスなど
様々な手段により、特殊詐欺などの犯罪に巻き込
まれないよう、情報提供の充実を図ります。【地域
防災課】

Ａ Ａ

20
福祉のまちづくりに関する条例委任事務につい
て、担当課とともに指導・助言を継続的に行いま
す。【生活福祉課】（令和2年度から福祉総務課）

Ａ Ａ

21

全ての人が安全で自由に移動できる歩行者空間
としての道路機能を整備推進するため、現在の構
造令に合わない、又は老朽化した道路施設の補
修、整備を進めます。【建設課】

Ａ Ａ

22

都市計画マスタープランにおける福祉のまちづく
り方針に基づき、道路や施設のバリアフリー化や
身近な公園の整備などに取り組みます。【都市計
画課】

Ａ Ａ

23

公共施設を訪れる全ての人々が利用しやすい施
設とするため、「都立建築物のユニバーサルデザ
イン導入ガイドライン」に基づく工事計画策定に取
り組みます。【施設を所管する課】

Ａ Ａ
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防
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⑤

Ｓ
・
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・
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・地域防災活動におけるシミュレーションの為の行
動・実態（市・医師会・歯科医師会・消防等の参加）

（
４
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人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
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り
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ユ
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デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
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推
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⑥

Ｓ
・
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

・No.21は1件実施と有るが計画は何件か分からな
い。老朽化道路施設は1件でない。
→計画は１件である。ロータリー歩道舗装打ち替え
工事は、エレベーター設置に伴うものであること。ま
た、舗装の打ち替えとともに、新設したエレベーター
に向かう点字ブロックを新たに設置しているので、
老朽化に伴う補修事業ではない。【建設課】

・No.21に関して、昨年度ロータリー歩道舗装打ち替
え（秋川駅北口）が終了したと書かれていました
が、本年度も実施しているのは何故でしょうか？
→地域住民要望により、点字ブロックを追加設置し
たため。【建設課】
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Ｒ２
（参考）

Ｒ３

調査２.令和3年度実施状況調査に対する委員評価の集計結果

Ｓ：特に良い成果を得た。
Ａ：良い成果を得た。
Ｂ：期待した成果を得られなかった。
Ｃ：検討中、未実施、終了のため評価なし。
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取組 項目
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評価

意見・評価の理由
担当課評価と大きく異なる場合は必ず理由を記入してく

ださい。特に意見等がない場合は記入不要です。
各委員票数結果

24
生活支援コーディネーター及び地域ぐるみの支え
合い推進協議体により、地域での自主グループ
の創出を支援します。【高齢者支援課】

Ｂ Ｂ

25

地域住民の防災活動に参加する意識の向上を図
るため、防災・安心地域委員会や町内会・自治会
などの自主防災組織の活動を支援します。【地域
防災課】

Ａ Ａ

26
町内会・自治会が実施する、地域の課題を解決
し、住みよいまちづくりを進める事業への補助な
どを行います。【地域防災課】

Ａ Ａ

27

社会福祉協議会に対する補助を行い、活動を支
援するとともに、社会福祉協議会の活動について
情報を共有・提供します。【生活福祉課】（令和2年
度から福祉総務課）

Ａ Ａ

28
子育てを地域で支えるファミリー・サポート・セン
ターの会員登録説明会、提供会員養成講習会を
実施します。【子ども家庭支援センター】

Ａ Ａ

29
障がい者が地域社会の一員として参加できる地
域づくりを推進するために、障がい者団体へ活動
費の一部を補助します。【障がい者支援課】

Ａ Ａ

30

生活支援コーディネーター及び地域ぐるみの支え
合い推進協議体の支援により創出された自主グ
ループに対し、補助金交付などの支援を行いま
す。【高齢者支援課】

Ｂ Ｂ

31

地域住民の防災活動に参加する意識の向上を図
るため、防災・安心地域委員会や町内会・自治会
などの自主防災組織の活動を支援します。【地域
防災課】

Ａ Ａ

32

地域づくりを実践している町内会・自治会などが、
円滑かつ自立した活動を行うために、町内会・自
治会の運営への補助などを行います。【地域防災
課】

Ａ Ａ

33
青少年委員と青少年健全育成地区委員会と協働
で、健全育成のための事業を実施します。【生涯
学習推進課】

Ｂ Ｂ

①
地
域
が
主
体
の
活
動
の
推
進

⑦

Ｓ
・

Ａ
・

Ｂ
・

Ｃ

・向こう3軒両どなりの考え方（ごみひろい、草取り）
をすることのメリットを講演会で話し合う。

・町内会自治会の構成世帯の減少。
→加入率回復に向け、加入促進活動への協力や、
役員の負担軽減（新任会長研修会の開催、町内
会・自治会活動のデジタル化の検討など）を進めて
いく。【地域防災課】
・No.24は実質活動無に等しい
→生活支援コーディネーターは、居場所づくりに向
けた地域への働きかけや情報収集等を実施してい
る。地域ぐるみの支え合い推進協議体の活動とし
て、高齢者を対象に活動への参加状況等のアン
ケートを実施した。【高齢者支援課】
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⑧

Ｓ
・
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・
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・
Ｃ

・老若男女の集会の企画。
→子育て世代向けのイベントや障がい者理解のイ
ベントなど実施しているが、常に当事者だけでなく
対象者を広く設定するよう心がけています。【社会
福祉協議会】

→令和4年度に生活支援コーディネーターが居場所
づくり説明会を開催し、運営団体の立ち上げに向け
た人材発掘等をしている。【高齢者支援課】

・住民の主体的な活動を見える化し、誰もが地域で
役割を果たせるような仕組みをつくれるとよい。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

S

A

B

C

委員評価票数

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

S

A

B

C

委員評価票数

5/13



Ｒ２
（参考）

Ｒ３

調査２.令和3年度実施状況調査に対する委員評価の集計結果

Ｓ：特に良い成果を得た。
Ａ：良い成果を得た。
Ｂ：期待した成果を得られなかった。
Ｃ：検討中、未実施、終了のため評価なし。

担当課評価
基
本
理
念

基
本
目
標

施
策

施
策
の

展
開

取組 項目
委員
評価

意見・評価の理由
担当課評価と大きく異なる場合は必ず理由を記入してく

ださい。特に意見等がない場合は記入不要です。
各委員票数結果

34

民生委員・児童委員と民生委員協力員、ふれあ
い福祉委員やその他の地域の方が、心配な人を
発見したときに連携して対応できる体制をつくりま
す。【生活福祉課】（令和2年度から福祉総務課）

Ａ Ａ

35

子どもたちを見守り、成長を支えるために、地域
子ども育成リーダー新規認定研修会を実施し、地
域子ども育成リーダーを養成します。【子ども政策
課】

Ｃ Ａ

36

防災・安心地域委員会、新聞配達、郵便配達、ご
み収集及び乳酸菌飲料配達の事業者による高齢
者の安否確認を含めた見守りを実施します。【高
齢者支援課】

Ａ Ａ

37
緊急通報機器などを活用し、家庭内で緊急事態
に陥った高齢者の救援などを行います。【高齢者
支援課】

Ａ Ａ

38
保育園、幼稚園、民生委員・児童委員など子ども
に関わる機関が情報交換や学習会などを通じて
連携できる体制を構築します。【健康課】

Ｂ Ｂ

39
避難行動要支援者名簿を作成し、関係団体と連
携して災害時の避難行動支援体制づくりに取り組
みます。【地域防災課】

Ｂ Ｂ
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Ｓ
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・AとＢ混在の評価は難しい

・No.35に関して新規認定研修会を中止したとありま
すが、新規認定者がいるのは何故なのでしょうか？
オンラインによる受講で認定とみなしたのでしょう
か？
→令和３年度の実施内容に誤りがありました。
「新規認定研修会を中止した。」とありますが、「オ
ンラインにより新規認定研修会を実施した。」が正し
い内容です。【子ども政策課】

・災害時への支援に活用できるシステムに育成でき
るとよい。 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
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Ｒ２
（参考）

Ｒ３

調査２.令和3年度実施状況調査に対する委員評価の集計結果

Ｓ：特に良い成果を得た。
Ａ：良い成果を得た。
Ｂ：期待した成果を得られなかった。
Ｃ：検討中、未実施、終了のため評価なし。

担当課評価
基
本
理
念

基
本
目
標

施
策

施
策
の

展
開

取組 項目
委員
評価

意見・評価の理由
担当課評価と大きく異なる場合は必ず理由を記入してく

ださい。特に意見等がない場合は記入不要です。
各委員票数結果

40

児童虐待の未然防止と早期発見に努め、関係機
関との連携を強化するため、関係機関と定期的な
情報共有を実施します。【子ども家庭支援セン
ター】

Ａ Ａ

41

成年後見制度及び障害者虐待防止法の周知・啓
発を行うとともに、虐待通報及び相談を受ける窓
口として、障がい者虐待防止センターの運営を委
託により実施します。【障がい者支援課】

Ａ Ａ

42

高齢者虐待の防止、虐待を受けた高齢者を保護
するために、高齢者虐待防止ネットワーク会議に
おいて、虐待事例の対応方法などについて検討
します。【高齢者支援課】

Ｂ Ｂ

43

成年後見制度推進機関の運営について業務委
託をしている社会福祉協議会と連携し、成年後見
制度の周知・啓発を行い、相談体制を整備しま
す。【高齢者支援課】

Ａ Ａ

44

乳幼児健康診査などで虐待の疑いのある子ども
を発見するため、注意深く観察するとともに、訪問
時に虐待の疑いのある子どもの発見に努めま
す。【健康課】

Ｂ Ｂ

45

保育園、幼稚園、民生委員・児童委員など、子ど
もに関わる機関と学習会などを通じて連携して、
虐待を早期発見するための体制を構築します。ま
た、本市の関連部署（健康課、子ども家庭支援セ
ンター、障がい者支援課）が連携し、一丸となって
対応する体制を整備します。【健康課】

Ｂ Ｂ
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⑩

Ｓ
・
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・
Ｃ

・取組「42」について、虐待は許されない人権侵害で
す。コロナ禍の中とはいえ、ウェブ（リモート）会議で
も虐待絶滅のための情報交換や論議は実施しても
らいたかったと思います。今後の取組の強化を望
みます。

・コロナ禍で難しいとは思いますが、対面での会議
が難しいのであればオンライン会議に切り替える等
の対策が取れると良いのではないかと思います。
→高齢者虐待防止ネットワーク会議において、虐
待事案の対策検討は、関係機関の連携、更なる事
例の検証のほか、周知、情報共有連携を目的とし
ているため、集合形式での開催を原則と考えてい
る。また、オンライン等で行うことは、情報セキュリ
ティ上、慎重にすべきであるとの判断で、書面開催
の実施とした。なお、日頃から虐待通報案件には、
速やかな対応を行い権利擁護に努めていること申
し添える。【高齢者支援課】

・No44.45のBの理由が分からない。
→令和２年度については、令和元年度と比較しコロ
ナ禍のため実績が伴わなかったことから、Ｂ評価と
しており、令和３年度についても２年度と同様の取
組のため、２年度同様の評価といたしました。【健康
課】
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Ｒ２
（参考）

Ｒ３

調査２.令和3年度実施状況調査に対する委員評価の集計結果

Ｓ：特に良い成果を得た。
Ａ：良い成果を得た。
Ｂ：期待した成果を得られなかった。
Ｃ：検討中、未実施、終了のため評価なし。

担当課評価
基
本
理
念

基
本
目
標

施
策

施
策
の

展
開

取組 項目
委員
評価

意見・評価の理由
担当課評価と大きく異なる場合は必ず理由を記入してく

ださい。特に意見等がない場合は記入不要です。
各委員票数結果

46

ひきこもりに関する相談に対応できる体制づくりに
向けて、相談員にひきこもり相談に関する研修を
受講させるとともに、ひきこもり相談窓口のＰＲを
行います。【生活福祉課】

Ａ Ａ

47

関連する担当課・関係機関が連携して相談者を
支援する体制を確立するために、定期的・臨時的
に担当課・関係機関を招集し、支援方針を検討す
る機会・会議体を設置します。【生活福祉課】（令
和2年度から福祉総務課）

Ｃ Ｃ

48

「身体・知的」「精神」に分けることなく全障害に対
し、障がい者自身が自らの選択・決定に基づき相
談支援などを受けられるよう、障がい者相談支援
センターでの相談支援体制の充実を図ります。
【障がい者支援課】

Ａ Ａ

49

妊娠期から子育て期までスムーズに支援や情報
を引き継ぐために、切れ目のない相談支援ができ
る相談支援体制を構築します。【健康課・子ども家
庭支援センター】

Ａ Ａ

50
悩みを抱えている人に対し、その悩みを適切に把
握し、関係部署と連携して対応することで、自殺
に追い込まれないよう支援します。【健康課】

Ａ Ａ
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・重層的支援体制の構築に期待したい。
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Ｒ２
（参考）

Ｒ３

調査２.令和3年度実施状況調査に対する委員評価の集計結果

Ｓ：特に良い成果を得た。
Ａ：良い成果を得た。
Ｂ：期待した成果を得られなかった。
Ｃ：検討中、未実施、終了のため評価なし。

担当課評価
基
本
理
念

基
本
目
標

施
策

施
策
の

展
開

取組 項目
委員
評価

意見・評価の理由
担当課評価と大きく異なる場合は必ず理由を記入してく

ださい。特に意見等がない場合は記入不要です。
各委員票数結果

51
生活困窮者を早期に自立させることができる相談
支援業務を行うために、就労準備支援事業を早
期に実施します。【生活福祉課】

Ａ Ａ

52

犯罪をした者などが、地域社会の一員として円滑
に社会復帰することを支援するために、再犯防止
推進計画の策定に取り組みます。【生活福祉課】
（令和2年度から福祉総務課）

Ｃ Ｃ

53

ひとり親家庭の生活の安定などを図るために、就
職に有利な資格の取得や能力開発の取組を支援
するための給付金事業及び継続的に自立及び就
労支援をするための自立支援プログラム策定事
業を促進します。【子ども家庭支援センター】

Ａ Ａ

54

切れ目のない子育て支援サービスを提供するた
めに、利用者支援事業と子ども家庭支援セン
ター、保育所などや小中学校、医療機関など関係
機関との連携を強化します。【子ども家庭支援セ
ンター】

Ａ Ａ

55
児童虐待やＤＶに対応する専門の相談員を配置
し、相談機能の強化を図ります。【子ども家庭支
援センター】

Ａ Ａ

56
精神障がいの方が退院後に地域で安定した生活
を送れるよう支援するために、関係機関による協
議の場を設置します。【障がい者支援課】

Ａ Ｃ

57

地域包括支援センターにおいて、介護保険や福
祉サービス、虐待など、高齢者に関する相談につ
いて総合的に対応するため、相談員に研修を受
講させるとともに、総合的な相談窓口としてＰＲを
行います。【高齢者支援課】

Ｂ Ｂ

58
健康に対する悩みを抱える人に対応できるよう、
健康相談及び健康教育を実施します。【健康課】 Ａ Ａ

59
安心して妊娠・出産・育児ができるよう、保健師、
助産師、管理栄養士、歯科衛生士などの専門性
を生かした支援を実施します。【健康課】

Ｂ Ｂ
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⑫

Ｓ
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・取組「56」について、次年度以降の方向性がB’と
されていますが、これではこの取組を維持していく
意味がありません。方向性としては「Ａ’」の姿勢で
取組まれることを望みます。

・個別課題への相談体制については、解決できる
人材育成と仕組みが必要。
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Ｒ２
（参考）

Ｒ３

調査２.令和3年度実施状況調査に対する委員評価の集計結果

Ｓ：特に良い成果を得た。
Ａ：良い成果を得た。
Ｂ：期待した成果を得られなかった。
Ｃ：検討中、未実施、終了のため評価なし。

担当課評価
基
本
理
念

基
本
目
標

施
策

施
策
の

展
開

取組 項目
委員
評価

意見・評価の理由
担当課評価と大きく異なる場合は必ず理由を記入してく

ださい。特に意見等がない場合は記入不要です。
各委員票数結果

60

指導検査体制を構築するとともに、担当職員の研
修受講を推進し、保健福祉サービスの質の確保
を図ります。【生活福祉課】（令和2年度から福祉総
務課）

Ａ Ａ

61
ホームページなどにより、子育て支援ガイドブック
や子育て応援サイトるのキッズ、子育て応援アプ
リるのキッズなどを周知します。【子ども政策課】

Ａ Ａ

62

学童クラブに従事する職員に対する研修受講を
推進し、質の向上を図ります。また、継続的な需
要を踏まえ、学校の余裕教室をはじめ、公共施設
などの有効活用を積極的に行うとともに、教育・
保育施設における児童の預かりについても研究
を行うなどして量の確保に努め、児童の健全な育
成を図ります。【子ども政策課】

Ａ
Ｃ
・
Ａ

63
児童館に対するニーズを的確に捉え、健全な遊
びや健康な身体の育成と豊かな情操を養う児童
館の事業の展開を図ります。【子ども政策課】

Ｃ Ｃ

64

子どもへの学習支援や食事提供をはじめとした
生活支援などを行うため、子どもの未来応援プロ
ジェクトチームにおいて、子どもの総合的な支援
策を検討します。【子ども政策課】

Ａ Ａ

65

病児・病後児保育事業、乳幼児一時預かり事業、
乳幼児ショートスティ事業などの利用者から意見
を聴き、サービスの向上に努めます。また、サー
ビスを必要とする家庭が確実に利用できるよう各
種サービスの周知の拡充を図ります。【子ども家
庭支援センター】

Ａ Ａ

66

保育サービスの質の確保及び利用者支援の向上
に向けて、保育サービスの指導検査実施状況な
どを明らかにするとともに、施設に対し必要な助
言及び指導を行います。【保育課】

Ａ Ａ

67
障がい者及び難病患者が地域で安心して生活し
ていくために、障害福祉サービスをまとめた手引
きを配布します。【障がい者支援課】

Ａ Ａ

68
高齢者がサービスなどに関する必要な情報を得
られるよう、介護サービスなどの情報発信を行い
ます。【高齢者支援課】

Ａ Ａ

69
心身ともに健康な親子が育つために必要なサー
ビスを提供できるよう、サービスの情報を適切に
提供します。【健康課】

Ａ Ａ
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・No.60はB？
→R3年度前半はコロナ禍で指導検査対象事業者
は感染防止及び感染者への対応等で逼迫してお
り、検査実施よりワクチン接種や感染対策に注力し
ていただく時期と判断し、指導検査は実施しません
でした。後半は事業者の理解と協力を得て実施す
ることができたためAとしました。【福祉総務課】

・No.65に関して乳幼児ショートステイだけでなく、小
学生のショートステイの記載もあると利用状況の把
握と学校との連携が出来るのではないかと思いま
す。
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Ｒ２
（参考）

Ｒ３

調査２.令和3年度実施状況調査に対する委員評価の集計結果

Ｓ：特に良い成果を得た。
Ａ：良い成果を得た。
Ｂ：期待した成果を得られなかった。
Ｃ：検討中、未実施、終了のため評価なし。

担当課評価
基
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念

基
本
目
標
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策
の

展
開

取組 項目
委員
評価

意見・評価の理由
担当課評価と大きく異なる場合は必ず理由を記入してく

ださい。特に意見等がない場合は記入不要です。
各委員票数結果

70

児童・生徒の豊かな人間性を育てるとともに、自
分の生き方を主体的に考える態度を育成するた
めに、特別支援教育の推進や福祉問題の理解を
図る学習を展開します。【指導室】

Ｂ Ａ

71

地域、保健、福祉に関する考え方や情報、活動な
どについて広く市民に理解を深めてもらうために、
情報の収集・発信の充実、連携体制を構築しま
す。【全課】

Ａ Ａ
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）
地
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保
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意
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①
福
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教
育
と
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発
信
の
推
進 ⑭
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Ｃ

・ＳＮＳの使用でどこまで情報を取るか？
→社会福祉協議会では、情報発信の充実のため
フェイスブックの利用を検討し、令和4年度から開始
しています。【社会福祉協議会】

→高齢者の方について、一部スマホ等のデバイス
に精通されている方はいるが、大多数の方にとって
難しいものと想定している。そのため安易な利活用
は、特殊詐欺に巻き込まれるなど危険性もある。そ
のため、高齢者への啓発、実践教室などの実施も
検討する必要があると考えている。【高齢者支援
課】
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Ｒ２
（参考）

Ｒ３

調査２.令和3年度実施状況調査に対する委員評価の集計結果

Ｓ：特に良い成果を得た。
Ａ：良い成果を得た。
Ｂ：期待した成果を得られなかった。
Ｃ：検討中、未実施、終了のため評価なし。
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標
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の
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開

取組 項目
委員
評価

意見・評価の理由
担当課評価と大きく異なる場合は必ず理由を記入してく

ださい。特に意見等がない場合は記入不要です。
各委員票数結果

72

子どもたちを見守り、成長を支えるために、地域
子ども育成リーダー新規認定研修会を実施し、地
域子ども育成リーダーを養成します。【子ども政策
課】

Ｃ Ａ

73
保育士不足を解消するために、処遇改善や補助
制度を利用した施策を展開します。【保育課】 Ａ Ａ

74
聴覚障がいのある方が手話奉仕員・手話通訳者
を利用しやすくするため、手話奉仕員・手話通訳
者養成講座を開催します。【障がい者支援課】

Ｂ Ｂ

75

総合事業（訪問型サービスＡ)の実施に際し、従事
する介護職員を確保するため、るのヘルパーなど
の養成研修を実施するとともに、介護人材の確保
に向けた取組を検討します。【高齢者支援課】

Ｂ Ｂ

76

認知症の人とその家族を支える理解のある支援
者の育成に向けて、認知症サポーター養成講座
及び認知症サポーターステップアップ講座を開催
します。【高齢者支援課】

Ａ Ａ

77

地域において生活支援・介護予防サービスの提
供体制を構築するために、地域の資源開発や
ネットワーク構築の機能を担う生活支援コーディ
ネーターの活動について支援します。【高齢者支
援課】

Ａ Ａ

78

地域の中で介護予防の普及啓発や生きがいづく
り、健康推進を図る活動をする人の育成に向け
て、介護予防リーダー育成講座を実施します。
【高齢者支援課】

Ｂ Ｂ

79

健康づくり市民推進委員などの育成のために、研
修会や講習会の実施時期などを工夫し、参加で
きる機会を増やすとともに、研修会や講習会に参
加することの重要性を伝えます。【健康課】

Ａ Ａ

80
支える人となる人材（ゲートキーパー）を育成する
ために、地域で活動する団体などに対し、ゲート
キーパー研修を開催します。【健康課】

Ｂ Ｂ
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・No.79ですが、資料配付だけでなく、動画視聴の案
内をされており、コロナ禍でも出来る研修内容と
なっているのではないかと思います。
→今後も動画を取り入れた研修等、コロナ禍でも実
施できる方法を検討していきます。【健康課】

・取組「80」について、コロナの影響で「チラシ配布」
とありますが、「研修実績なし」で「Ｂ」評価は甘いと
考えます。

・No.80は未開催でＣではないか
→あきる野市自殺対策推進計画では「自殺の現状
や生きることの支援の必要性をひとりでも多くの市
民が理解し、身近な人の状態に気づきゲートキー
パーとなることができるように、地域の各種団体の
協力も得ながら様々な集まりの場で自殺対策に関
連する情報を提供し、市民相互のサポート意識の
醸成を図る」としています。令和３年度については、
コロナ禍においてゲートキーパー研修は中止となり
ましたが、その代替えとして関係団体である町内
会・自治会、健康づくり市民推進委員に向け、ゲー
トキーパーの協力依頼の情報提供を行ったことか
ら、Bとしました。【健康課】

・人材育成のプログラムでどのようになっている
か？キャリア形成になるかを示す方法を市で組み
立てる。
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Ｒ２
（参考）

Ｒ３

調査２.令和3年度実施状況調査に対する委員評価の集計結果

Ｓ：特に良い成果を得た。
Ａ：良い成果を得た。
Ｂ：期待した成果を得られなかった。
Ｃ：検討中、未実施、終了のため評価なし。
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意見・評価の理由
担当課評価と大きく異なる場合は必ず理由を記入してく

ださい。特に意見等がない場合は記入不要です。
各委員票数結果

81

社会福祉協議会がボランティア活動の中心的な
役割を担えるよう、社会福祉協議会に対する補助
を行うとともに、社会福祉協議会の活動について
情報を共有・提供します。【生活福祉課】（令和2年
度から福祉総務課）

Ａ Ａ

82

高齢者自身が介護予防を推進し、高齢者が地域
で元気に活躍できるよう、介護支援ポイント制度
のＰＲを行うとともに、活動内容や活動場所の拡
充について協議を行います。【高齢者支援課】

Ｂ Ｂ

83

介護予防リーダー及び認知症サポーターの活動
を推進するために、介護予防リーダー及び認知
症サポーターの活動に対し補助金を交付します。
【高齢者支援課】

Ａ Ａ

84
めざせ健康あきる野２１推進会議ボランティアメン
バーが主体的に活動できるよう支援します。【健
康課】

Ａ Ａ
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